
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
七
月
十
二
日
、
岡
山
県
公
立
病
院
の
医

員
が
主
体
と
し
て
行
わ
れ
た
婦
人
の
病
理
解
剖
が
、
岡
山
県
下
で
最

初
と
考
え
ら
れ
る
。
患
者
は
岡
山
県
浅
口
郡
本
荘
村
農
業
杉
本
幾
久

の
長
女
佐
牟
二
七
歳
で
、
近
隣
の
医
師
、
公
立
病
院
長
若
栗
章
の
往

診
、
石
坂
堅
壮
ら
の
来
診
の
効
も
な
く
、
同
年
七
月
十
一
日
死
去
し

た
。
生
前
「
願
ク
ハ
死
後
其
部
ヲ
剖
験
シ
以
テ
世
ノ
此
ノ
病
ヲ
患
フ

ル
者
ノ
治
療
二
於
テ
碑
益
ス
ル
所
ア
ラ
バ
幸
甚
ナ
リ
」
と
遺
言
し
て

い
た
の
で
、
主
任
医
師
ら
は
官
に
請
う
て
死
後
剖
験
の
許
可
を
え
て

お
り
、
公
立
病
院
員
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
死
去
し

た
翌
七
月
十
二
日
、
剖
験
が
行
わ
れ
た
。
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
自

宅
に
近
い
所
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
病
状
記
録
は
「
備
中
国
浅
口
郡
本

荘
村
農
杉
本
佐
牟
病
状
筆
記
」
と
題
し
、
本
郡
講
習
所
会
頭
坂
田
雅

岡
山
に
お
け
る
明
治
初
期
の
病
理
解
剖

中

山

沃

夫
、
主
任
医
田
中
秀
現
、
同
柚
木
弘
道
の
三
人
の
連
名
で
、
そ
し
て

剖
験
記
録
は
、
「
卵
巣
水
腫
屍
体
剖
験
暑
記
」
と
題
し
、
岡
山
県
公

立
病
院
の
名
前
で
、
「
医
学
雑
誌
（
東
京
医
学
会
社
出
版
）
」
明
治
十

年
八
月
刊
の
二
六
号
に
発
表
さ
れ
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
参
会
者
は
ほ

ぼ
九
十
名
で
、
該
区
解
剖
社
中
の
前
記
三
名
の
ほ
か
、
江
原
方
策
・

脇
田
健
徳
・
柚
木
洋
碩
・
堀
綱
吉
・
小
野
亮
・
渡
辺
玄
敬
・
三
村
立

庵
・
窪
田
次
郎
ら
二
二
名
、
病
院
よ
り
の
出
張
は
、
病
院
長
若
栗

章
・
副
院
長
生
田
安
宅
・
教
員
平
松
鰯
吉
・
大
石
喜
全
・
丸
川
仙
二

郎
・
司
器
前
田
謙
、
他
郡
よ
り
の
参
会
者
は
、
石
坂
堅
壮
・
高
橋

肥
・
山
本
習
軒
・
千
原
貫
一
ら
六
十
名
ば
か
り
と
、
各
郡
の
医
務
取

締
妹
尾
一
三
郎
ら
四
名
で
あ
っ
た
。
院
長
が
指
揮
を
と
り
、
大
石
・

丸
川
が
執
刀
し
、
平
松
が
書
記
を
つ
と
め
、
石
坂
が
卵
巣
水
腫
を
写

生
し
た
。
こ
の
剖
験
記
事
の
冒
頭
に
、
「
此
挙
ャ
實
二
本
県
下
病
院

解
剖
ノ
噴
矢
ニ
シ
テ
亦
タ
以
テ
人
智
開
明
ノ
進
歩
ヲ
観
ル
ー
足
ル
ト

爾
云
」
と
記
し
て
い
る
。
人
体
の
構
造
を
知
る
た
め
の
解
屍
が
備
前

藩
で
は
幕
末
、
明
治
初
期
に
行
わ
れ
た
可
能
性
を
示
す
資
料
は
あ
る

が
、
病
理
解
剖
は
こ
れ
が
第
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
例
は
倉
敷
お
よ
び
近
傍
の
医
師
達
が
石
坂
堅
壮
を
盟
主
と
し

て
、
都
宇
郡
帯
江
新
田
（
現
倉
敷
市
茶
屋
町
）
農
吉
田
皆
蔵
四
二
歳
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を
剖
験
し
、
日
本
で
初
め
て
肝
吸
虫
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
剖
験

し
た
の
は
明
治
十
年
八
月
十
一
日
で
、
「
肝
臓
病
解
剖
紀
事
並
一
一
病

歴
略
記
」
と
題
し
、
石
坂
堅
壮
の
名
で
投
稿
し
た
が
、
何
故
か
次
の

第
三
例
よ
り
遅
れ
て
、
同
十
一
年
十
月
二
十
日
刊
の
「
医
学
雑
誌
」

四
十
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

第
三
例
は
石
坂
堅
壮
ら
に
よ
っ
て
窪
屋
郡
倉
敷
村
（
倉
敷
市
）
の

農
白
神
亀
松
六
三
歳
の
病
理
解
剖
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
患
者
は
心
臓

お
よ
び
肺
疾
患
で
あ
り
、
「
医
学
雑
誌
」
二
九
号
（
明
治
十
年
十
一

月
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
の
心
臓
の
図
は
石
坂
が
描
い
て

い
る
。
参
会
者
は
一
二
○
名
余
で
あ
っ
た
。

第
四
例
は
、
岡
山
県
公
立
病
院
の
丸
川
・
高
橋
の
両
医
員
が
、
私

立
講
習
所
愈
止
社
中
（
社
長
は
窪
田
次
郎
）
の
需
に
応
じ
て
、
小
田

郡
笠
岡
村
寄
留
の
前
川
森
蔵
（
三
三
歳
）
の
病
理
解
剖
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
患
者
は
大
動
脈
疾
患
及
び
心
臓
破
裂
で
あ
っ
た
。
こ
の
例

の
病
状
及
び
剖
験
記
録
は
窪
田
次
郎
文
書
の
中
に
あ
る
。

ま
た
窪
田
次
郎
ら
の
愈
止
社
中
は
、
明
治
十
二
年
五
月
一
五
日
鴨

方
町
六
條
院
中
の
田
中
椋
次
（
肺
結
核
）
の
剖
験
を
行
っ
た
。
こ
の

剖
験
記
録
の
一
部
が
「
生
田
安
宅
文
言
」
の
中
に
あ
る
。

県
病
院
に
付
設
さ
れ
て
い
た
医
学
教
場
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八

八
○
）
九
月
、
岡
山
県
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
前
年
の
明
治
十
二

年
病
院
長
兼
医
学
教
場
教
頭
と
し
て
来
任
し
た
清
野
勇
医
学
士
は
病

院
長
と
し
て
と
ど
ま
り
医
学
校
長
と
し
て
菅
之
芳
医
学
士
が
着
任
し

た
。
翌
十
四
年
一
月
に
山
形
仲
芸
医
学
士
、
十
五
年
一
月
に
中
浜
東

一
郎
医
学
士
が
教
諭
兼
一
等
医
と
し
て
着
任
し
、
こ
こ
で
計
四
人
の

東
大
卒
の
医
学
士
が
揃
っ
た
。

明
治
十
五
年
一
月
、
岡
山
に
お
け
る
最
初
の
医
学
雑
誌
「
医
事
月

報
」
第
一
号
が
岡
山
県
病
院
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
一
号
に
は
本

郷
槙
衛
記
．
種
肺
虫
病
ノ
治
験
並
解
剖
記
事
」
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
患
者
は
津
高
郡
横
井
上
村
、
農
国
吉
栄
次
郎
三
七
歳
で
、

明
治
十
四
年
九
月
二
三
日
死
亡
し
、
菅
・
本
郷
の
両
名
に
よ
っ
て
剖

験
さ
れ
た
肺
吸
虫
病
で
あ
っ
た
。

「
医
事
月
報
」
第
二
号
（
同
十
五
年
二
月
刊
）
に
は
本
郷
槇
衛
述

で
「
僧
帽
弁
及
大
動
脈
弁
ノ
不
全
閉
鎖
二
起
因
シ
タ
ル
心
臓
肥
大
症

ノ
治
験
並
二
解
剖
記
事
」
が
載
っ
て
い
る
。
患
者
は
県
病
院
に
入
院

し
た
十
七
歳
の
男
性
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
一
月
四
日
、
四
医
学
士
に
よ
っ
て
農
婦
を
倉
敷
で
剖

験
し
、
胆
管
中
に
多
数
の
肝
虫
を
発
見
し
、
さ
き
の
石
坂
堅
壮
の
剖

験
結
果
を
再
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
同
月
、
四
医

（99）261



明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
岡
山
医
学
校
が
廃
さ
れ
、
第
三
高
等

中
学
校
医
学
部
と
な
り
、
同
二
三
年
七
月
、
東
大
三
浦
守
治
病
理
学

教
授
の
門
下
生
桂
田
富
士
郎
（
石
川
県
医
学
校
卒
）
が
病
理
学
担
当

の
専
任
講
師
と
し
て
来
任
し
、
同
二
六
年
教
授
に
昇
任
し
た
。
同
二

三
年
九
月
か
ら
翌
二
四
年
九
月
ま
で
、
桂
田
に
よ
っ
て
九
例
の
剖
験

が
行
わ
れ
、
そ
の
記
録
は
東
京
医
学
会
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
な
お

平
成
二
年
十
一
月
十
七
日
岡
山
大
学
病
理
学
教
室
開
講
百
周
年
記
念

式
が
開
催
さ
れ
、
演
者
が
「
岡
山
の
病
理
解
剖
事
始
め
」
と
題
し
て

記
念
講
演
を
行
っ
た
。

（
岡
山
大
学
医
学
部
）

学
士
の
連
名
で
「
肺
臓
及
肝
臓
ジ
ス
ト
ー
一
、
虫
ノ
実
験
」
と
題
し

て
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
岡
咋

明
治
十
九
年
に
発
足
し
た
京
都
看
病
婦
学
校
は
、
わ
が
国
第
二
番

目
の
着
護
教
育
機
関
で
、
同
志
社
を
つ
く
っ
た
新
島
襄
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
。
そ
こ
で
そ
の
設
立
趣
旨
や
設
立
時
の
学
校
校
則
に
つ
い
て

「
明
治
十
九
年
十
月
京
都
看
病
婦
学
校
設
立
趣
旨
」
を
資
料
と
し
て

、
、
、
、

述
べ
る
「
彼
ノ
有
名
ナ
ル
ク
リ
ミ
ャ
ノ
役
二
英
國
ノ
士
卒
多
ク
傷
ヲ

蒙
リ
又
多
ク
病
二
罹
リ
シ
カ
。
〈
戦
地
ナ
ル
軍
人
病
院
二
於
テ
看
病
人

ノ
欠
乏
ヲ
告
グ
ル
コ
ト
頗
ル
急
ナ
リ
」
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
看
病
に

、
、
、

あ
た
っ
た
功
績
に
対
し
英
国
政
府
か
ら
巨
額
の
金
を
う
け
た
ナ
イ
チ

、
、
、
、

、
、
魁
、

ン
ゲ
ー
ル
が
そ
の
金
で
看
病
婦
学
校
を
設
立
し
た
。
こ
の
ナ
イ
チ
ン

、
、
、

ゲ
ー
ル
が
創
立
し
た
学
校
を
模
範
と
し
て
、
「
米
國
ノ
都
府
到
ル
所

ト
シ
テ
看
病
婦
學
校
ノ
設
ア
ラ
ザ
ル
ハ
稀
ナ
リ
」
「
當
今
英
米
二
國

二
於
テ
此
校
一
一
入
學
ヲ
志
願
ス
ル
モ
ノ
甚
夕
多
ク
、
學
校
〈
毎
二
其

「
京
都
看
病
婦
學
校
設
立
趣
旨
」
に
つ
い
て

渋
谷
鉱
、
谷
津
三
雄

（100） 262




